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研究成果の概要（和文）：　サイレント時代からシェイクスピア作品は貴重な映画の材源となっていたが，戦後、大衆
娯楽として映画産業が隆盛を迎えるにつれて娯楽ジャンル映画形式を活かしたシェイクスピア翻案映画が活性化した。
本研究は、シェイクスピア受容のインターテクスチュアリティ研究の観点から，シェイクスピア受容批評の構築と検証
を目指し、地域性や時代性を反映しながら、西部劇・ギャング映画・ミュージカル映画・時代劇等の娯楽ジャンル映画
の枠組みの中でシェイクスピアがいかに古典としての力を保ちながら娯楽作品として国際的に翻案されてきたかを映画
アーカイブ資料を利用して黒澤明映画と『テンペスト』受容事例のケーススタディから明らかにした。

研究成果の概要（英文）：  Shakespeare's plays have been an essential source material for film makings sinc
e the age of silent cinema.  After World War II, many Shakespearean film adaptations appeared as genre fil
ms were much demanded as a form of popular entertainment.  From the viewpoint of the intertextuality of Sh
akespearean reception, this study has attempted to experimentally construct the critical methodology to un
derstand it, and has examined how Shakespeare's plays are internationally adapted into forms of entertainm
ent film genres, such as westerns, gang films, musical films, period drama, and so on,  without losing the
ir original power of classics, mainly through the case studies on Akira Kurosawa's Shakespearean films and
 adaptational films and stages of "The Tempest" in Japan as well as in other parts of the world.
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 近年、シェイクスピアの国際的受容に関
心が高まり、ローカルなシェイクスピア受容
事例に関する研究が注目を集めている。2006
年 7月オーストラリアのブリスベインで開催
された  “The WIII World Shakespeare 
Congress” で は  “Shakespeare’s World, 
World Shakespeares” を中心テーマとして
シェイクスピアの多様な国際的な受容が議
論され、文化的な差異を強調したユニークな
受容事例を取り上げた個々の研究は盛んで
あるが、それらを総括し，国際的なシェイク
スピア受容を総合的に理解するための批評
理論や研究方法論の構築が緊急の課題とな
ってきた。 
 
(2) シェイクスピア映画研究に関しても同
様の状況が見られる。サイレント映画の時代
からシェイクスピアは映画製作の重要な材
源のひとつであり，第二次世界大戦後は、混
乱の時代が沈静化するにつれて、映画が大衆
娯楽の主要な一部となり、多様な娯楽映画ジ
ャンルにおいてシェイクスピア翻案が製作
された。これらの映画に関してもシェイクス
ピア映画史の中で取り上げられ、個々の作品
分析は行なわれているが、シェイクスピア受
容批評の観点から包括的に個々の作品を分
析した研究はなかった。 
 
２．研究の目的 
 
(1) そこで本研究は、インターテクスチュア
リティに注目したシェイクスピア受容研究
の立場から主として日米のシェイクスピア
翻案映画を取り上げて、西部劇・ギャング映
画・ミュージカル映画・時代劇等の娯楽映画
ジャンルの枠組みの中で地域性や歴史性を
反映しながらシェイクスピアがいかに翻案
映画化されているかを解明することを試み
た。特に日本においてシェイクスピア翻案映
画の傑作を生み出した黒澤明作品における
シェイクスピア受容の映画的手法について
明らかにすることを目指した。 
 
(2) 映画と舞台は相互に影響してきたので、
翻案映画が舞台上演に及ぼす影響に関して
も研究対象とした。特にジャンル映画的な翻
案技法が舞台作品にも影響する例として『マ
クベス』と『テンペスト』の上演事例を調査・
分析し、翻案映画作品と比較しながら、日本
における両劇作品受容についての事例研究
を行い、そのインターテクスチュアリティを
分析した。このような映画や舞台上演に見ら
れる翻案様式は、明治期より日本において一
種の伝統を形成しているので、特に従来の演
劇伝統を肯定・批判しながら展開して来た日
本のシェイクスピア受容の伝統も視野に入
れて研究を行った。 
 

(3) このような翻案映画・翻案上演事例研究
や日本におけるシェイクスピア受容伝統の
形態論的研究を実施することにより、インタ
ーテクスチュアリティ受容批評理論・研究方
法論を構築し、事例研究の中で実践的に検証
しながら、国際的なシェイクスピア受容の理
解の鍵となる批評理念・方法を精査し，抽出
することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 国内外における関連研究資料・映像ア
ーカイブ調査によって研究資料の発掘・収集
を行ない、インターテクスチュアリティ受容
批評の観点から分析を行なった。日本芸術文
化振興会伝統芸能情報館、早稲田大学演劇博
物館、ブリティッシュ・フィルム・インステ
ィテュート、シェイクスピア・インスティテ
ュート、フォルジャー・シェイクスピア・ラ
イブラリー、ニューヨーク公立図書館等にお
ける資料収集、佐渡島能舞台調査、北九州芸
術劇場、世田谷パブリック・シアター、新国
立劇場、新潟パフォーミング・アーツ・セン
ター、ポルトガル国立劇場(リスボン)，ニュ
ー・グローブ座(ロンドン)等における観劇調
査も本研究の重要な一部である。 
 
(2) 翻案される映画のジャンル形式や舞台
演出により原作がいかなる変更を加えられ
ているのか、また翻案が地域性や歴史性をい
かに反映しているかに注目して事例分析を
行なった。背景となる歴史的・文化的言説が
いかに原作に織り込まれて翻案が形成され
ているかを演劇的な図像学的手法を使用し
て綿密に解析した。特に黒澤明監督シェイク
スピア映画『蜘蛛巣城』と『乱』とそれに関
連する他のシェイクスピア映画作品，『テン
ペスト』映画・舞台上演事例に関しては綿密
に映像アーカイブ調査と資料収集を行ない，
緻密な演出・シナリオ・映像分析を行なった。 
 
(3) これらの事例分析に実践的に応用しな
がらインターテクスチュアリティ受容研究
方法論・批評理論を構築し、事例研究によっ
て検証，再構築して行った。特に映画ジャン
ル形式や演劇様式，地域性や歴史性が翻案に
及ぼすインターテクスチュアルな作用とテ
キスト・言説間のノード(接点)の重要性に注
目して理論的な考察を行なった。 
 
４．研究成果 
 
(1) 戦後の混乱期が沈静化して大衆的な娯
楽媒体として映画が隆盛期を迎えるにつれ
て，シェイクスピア翻案映画の製作が活性化
する。西部劇・ギャング映画・ミュージカル
映画・時代劇などの娯楽ジャンル映画形式に
シェイクスピアの古典的ドラマを盛り込ん
で、これらの翻案映画は，地域性や時代性を
反映させ、シェイクスピアを同時代的にアレ



ンジした。 
 
(2) このようなシェイクスピア受容方法は，
ジョン・フォード監督を映画の神様として崇
拝する黒澤明により日本においても映画に
応用され、『蜘蛛巣城』や『乱』を生み出す
が、シェイクスピアを日本の伝統文化や歴史
と結びつけて翻案映画化する黒澤の手法は，
明治時代にまずは歌舞伎等の伝統芸能の演
劇様式の中でシェイクスピアを取り入れよ
うとした演劇改良の動きにまで遡ることが
できる。このような新劇を生み出す明治の欧
化政策に端を発するシェイクスピア受容の
伝統の中に黒澤やそれに続く日本的シェイ
クスピア演出家の試みは位置づけることが
できる。 
 
(3) 黒澤明が世界に示したシェイクスピア
翻案様式は、現在では世界的に一般化し、ロ
ーカルなシェイクスピア映画・上演事例が世
界的に注目されているが，黒澤の手法は，視
覚的な舞台表象を重視する蜷川幸雄に受け
継がれて、ユニークな日本的なシェイクスピ
ア上演事例を生み出した。特に日本における
『テンペスト』受容に注目し、事例分析から
伝統芸能・文化，歴史性，地域性がユニーク
な受容の背景にあることを明らかにした。 
 
(4) インターテクスチュアリティ受容研究
方法・批評理論の構築・検証の点に関しては、
演劇伝統やジャンル的様式とともに地域
性・歴史性が重要な役割を果たすことと、異
なるテキスト・言説を結びつけるノード(接
点)が重要であることを明らかにし，2014 年
度日本演劇学会全国大会(摂南大学, 6 月 14
日)にての研究発表が決定している。 
 
(5) 国際学会に参加することによりシェイ
クスピアの国際的な受容に関する理解を深
め、そのような理解を基に日本におけるシェ
イクスピア受容に関して国際学会で研究発
表を行なったことは，本研究の大きな成果で
ある。これにより日本におけるシェイクスピ
ア受容に関して国際的に発信することに貢
献できたし、世界的な研究水準から本研究の
価値を見直すキッカケにも繋がった。特に東
日本大震災後の日本におけるシェイクスピ
ア上演についてはこれまでに類のない研究
を同じく震災に見舞われたポルトガルにて
発表することができた。さらにアジアにおけ
るシェイクスピア受容研究の活性化により
2014 年 5 月 に  Asian Shakespeare 
Association が結成され、その第１回大会が
台湾で開催されたが，これにも参加し，日本
のシェイクスピア受容に関して研究発表を
行なった。 
 
(6) 研究成果の社会的な還元としては、九
州大学公開講座として「映画で楽しむシェイ
クスピア」(2012年9〜10月木曜日90分5回)，

「舞台で楽しむシェイクスピア」(2013 年 9
月木曜日 90 分 4回)を実施し，一般市民の受
講者に好評であった。今年度に関しても「黒
澤明のシェイクスピア映画」(2014 年 9 月木
曜日 90 分 4回)が決定していて、これも本研
究の研究成果を盛り込んで実施することを
予定している。 
 
(7) 日本における『テンペスト』受容のイ
ンターテクスチュアリティに関しては、ドイ
ツを拠点とする国際的な英米・文学研究専門
書出版社 Narr Verlag よりシェイクスピア
国際会議発表論文が採択されて，共著書とし
て出版された。本研究において追求して来た
インターテクスチュアリティ受容研究方法
論・批評理論を適応した日本における『テン
ペスト』受容研究であり，地域性や歴史性を
活かし，伝統芸能と密接に関連してきた『テ
ンペスト』受容事例を取り上げて、日本的な
シェイクスピア受容の伝統を具体的に検証
した。 
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